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御射山西遺跡

|■11:11111。 遠景
||11■ 1■|(西 より)

2.近景

(東南より)

3.近 景

(南 より)
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御射山西遺跡

1.E地区

(西南より)

2.F地区

(南 より)
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御射山西遺跡

1.土士廣16号

2.土 士廣1号

3.集 7「 1号
4.同 断面

5. 6

ロー ムマ ウ ン

ド9014号

7.断層



図版35

》



御射山西遺跡

出土石器

(1:1)
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御射 山西遺 跡

1.出土石器

(1:3)

2.出 土石器

(1:3)



図版38 御射山西遺跡

昭和54年度

発掘出土遺物

1.出土土器

(1:2)

2。 出土石器

(1:1)

3。 出土石器

(1:3)



手洗沢遺跡

1.近景

(南東より)

2.近景

(Jヒ より)

3.土士廣3号
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手洗沢遺 跡

1。 出土土器

(1:2)

2.出 土石器

(1:1)

3.出 土石器

(1:3)



執筆分担一覧 (五十音順 )

青沼 博之 Ⅱ章-2節-102030405 3節 -102030405

岩佐今朝人 Ⅱ章-1節 -1、 3-3)一 (1)・ (2)・ (3)・ に)、 7)一 (1)・ (2)、 4丁 2)一 (4)、 4)一 (幼

伴  信夫 Ⅱ章-1節 -3-2)一 (1)・ (2)0(3)0に )・ (5)。 (6)・ (7)、 3)一 (4)、 6)、 4-2)― (2)・ (3)

樋口 昇一 I章-1節 -1)、 2)一 (1)0(2)・ (3)

樋口 誠司 H章-1節-3-1)一 (1)・ (2)、 4-2)一 (1)、 3)一 (2)

丸山日出夫 Ⅱ章-1節 -2、 3-5)一 (1)・ (2)、 4-3)一 (1)、 4)一 (1)

あとがき :業務分担の関係で、遺跡発掘担当者や参加

者が本報告作成の中心 となれず、整理段階から加入した

岩佐主任や丸山、樋口 (誠 )両調査補助員に多大の労苦

をかけることになってしまった。勿論、担当者であった

伴、青沼両主任も主務 となる他遺跡の仕事 と兼務で精励

していただいた。かつ、印刷費等の高騰から大幅な減頁

を余儀なくされ、当初の予定を数十頁削るという事態と

なり、完成 した図や図版を再編し、あわせて原稿書 きか

えの必要が生ずるなど、多大のロスを克服して、ようや

くここに出版の運びとなった。これは同時に発刊する、

『茅野市その 3』 も全 く同様であり、小林秀夫主任をチ

ーフとした百瀬長秀、和田博秋両主任、山本賢司調査員

など1月 以来日曜日も休まず、かつ毎 日残業までした結

果の賜であり、団長 として、担当者諸君や助手の方々に

厚 く感謝する次第である。

なお、本書及び先記した『茅野市その 3』 は、共に大

規模な遺跡という程でないが、検出された遺構・遺物に

ついては、できるだけ正確な記録と観察の結果を記述し

あわせて短時間ではあったが、その分析を試みる努力が

されている。大方の御叱正 と御批判をいただき、残され

た阿久、居沢尾根、御社宮司という問題点の多い大遺跡

の報告書作成に生かしたいと存じます。

我々の調査した諏訪地方の諸遺跡はあと旬日にして、

その頭上を自動車が走行 しようとしている。開通に伴 う

経済的 0社会的発展を祝福する一方、消え去った遺跡に

対する我々の保護措置の万全であったかどうかを危1具す

る念がないとはいえない。残されたあと1年間、全力を

尽 して12年 間にわたる調査の終結を迎えるよう努力 した

(樋 口昇一 )
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